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＜結論＞ システムによる注意喚起をより休憩

行動に繋げるための情報提示の工夫やアルゴリ
ズムの改善等が今後必要であるが、システムコ
ンセプトが概ね妥当であることを確認した。

＜成果＞特許出願中 特願2016-040629

「情報提供システム、情報提供方法、プログ
ラム」
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＜方法＞ ウェアラブルデバイス、スマート
フォン、サーバの連携によるプロトタイプを構
築し、３つの主要な機能要件を明らかにする。
①安心モニタリング機能 ②UD施設検索ナビ
機能 ③見守り支援機能

＜評価実験＞ 岩手県平泉町をフィールドとし
て、中高齢者、車椅子利用者といった当事者参
加型の実験を繰り返し実施した。
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本研究では、旅行者に装着したウェアラブルデバイスを活用し、身体情報や地理空間情報を考慮したサポート情
報を提示することで、旅先での安心安全の確保に資するシステムを試作した。

今後は、情報提示の工夫やアルゴリズムの改善を進めるとともに、新サービスモデルの創出に繋げてゆく。また、
将来的には、健康管理情報との連携によるヘルスツーリズム分野への展開を図りたい。

図１：システムコンセプト

図４：見守り支援機能例

図３：安心モニタリング機能例図２：使用機器

＜背景＞ 高齢化の進展により、今後の観光需
要の拡大においては、旅先での安心・安全面の
確保がより一層重要になる。

＜目標＞ 旅行中の身体的状態の変化をウェア
ラブルデバイスを用いてモニタリングし、動的
情報提供や安心面に資するシステムを開発する。

注意喚起

同伴者等を同一グループとして
ଵ৶し、表示可能

ੇఔや崬崊ー崛ーデ崋崵ー崧峙、島峉ৃ所岵峳で峬
デバイスを装着している複数のユーザについて、1分
毎の心拍数をグラフで確認できます。
表示期間やグループを指定することで、表示対象と
なるユーザの絞込みが可能です。

ユーザの現在位置を地図上に表示
することで、所在の把握が可能です。

ユーザの基本属性や身体情報を
表示することで、体調の把握が可
能となります。


